
Keysight N9038A
MXE EMIレシーバー

 – 20 Hz～ 44 GHzの周波数レンジ
 – CISPR 16-1-1:2010およびMIL-STD-461に準拠
 – 1 GHzで±0.5 dBの振幅確度
 – ノイズフロア低減技術により、1 GHzで－166 dBmのDANLを実現



主な仕様

周波数レンジ
最小：20 Hz

最大：3.6、8.4、26.5、44 GHz

CISPR帯域幅 200 Hz、9 kHz、120 kHz、1 MHz

6 dB帯域幅 10 Hz～ 1 MHz（ディケードステップ）

CISPRディテクター 準尖頭値、EMI平均、RMS平均

測定ディテクター
ピーク、負ピーク、サンプル、ノーマル、 
RMS、アベレージ

表示平均雑音レベル(DANL)
－166 dBm（1 GHz、プリアンプおよび 
ノイズフロア低減機能オン）

振幅確度 ±0.5 dB(1 GHz)

3次相互変調(TOI)歪み ＋15 dBm(1 GHz)

Xシリーズの特長

高い拡張性

プロセッサ、メモリ、インタフェー
スなどをアップグレードできるの
で、測定器を長期にわたって有効活
用でき、テスト資産を常に最新の状
態に保つことができます。

一貫性のある測定 
フレームワーク

優れた信号解析技術とXシリーズ 測
定器共通の操作により、組織全体で
高い測定品質を確保し、短時間で生
産性を向上できます。

幅広いアプリケーション

さまざまな測定アプリケーション、
Windowsオペレーティングシステ
ムでのソフトウェアの実行、最新規
格へのいち早い対応により、ニーズ
の変化にすばやく対応できます。

Keysight Xシリーズを使用すれば、
最新の一貫した測定で将来を先取り
できます。

www.keysight.co.jp/find/X-Series
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テスト、開発期間を短縮

EMCテストでは、将来にわたってより多くの測定をより短時間で実行できるツールが必
要です。このため、キーサイトはMXEを開発しました。MXEは、規格に準拠したEMIレ
シーバー／診断シグナル・アナライザで、アップグレード可能なプラットフォームを採
用しています。ラボでもベンチでも、信頼できるテストを実現するために必要な高い確
度、再現性、信頼性が得られます。

MXEを使用すれば、CISPR 16-1-1:2010およびMIL-STD-461に準拠したテストが簡単
に行えます。必要な周波数レンジ（最大3.6 GHz、8.4 GHz、26.5 GHzまたは44 GHz）を
選択するだけで、優れた確度と感度で、目的の周波数レンジ全体にわたって、徹底的に
デバイスをテストできます。

フロントパネル操作やソフトウェアによるリモート操作でEMC測定を行い、さまざまな
わかりやすい表示を用いて、エミッションを評価し、疑わしい信号を識別することがで
きます。さまざまな解析ツールを内蔵しているので、規格に準拠していないエミッショ
ンの原因を簡単に診断できます。

これらの機能をすべて備えたMXEを使用すれば、予定通りに製品をリリースできます。

アップグレードが簡単で、測定器を長期にわたって有効活用可能

測定器を最新の状態に保ち、長期にわたって有効に活用するために、MXEのハードウェ
アやソフトウェアは簡単にアップグレードできます。例えば、CPUやメモリをアップグ
レードすることによってプラットフォームの性能を向上することができます。また、ラ
イセンスキーで機能を追加することもできます。

信頼性に定評のある、完成度の高いハードウェアプラットフォーム

テストラボではアップタイムが極めて重要です。このため、キーサイトでは、信頼性の
高いKeysight Xシリーズ シグナル・アナライザ・プラットフォームをベースにしたMXE

を開発しました。さらに、MXEの利点として、キーサイトの充実した保証や迅速なサー
ビス／サポートが用意されています。
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MXEは、商用／軍事アプリケーションの高性能EMCテストに最適です。Xシリーズは、
CISPR/MIL-STD規格に準拠した機能（ディテクター、帯域幅など）を豊富に備えているだ
けでなく、EMCテストやデータ解析の確度とスループットをさらに高める機能も備えて
います。

容易なセットアップ

MXEには、コンプライアンステストのセットアッププロセスを容易にする機能が数多く
搭載されています。例えば、セットアップテーブルを使って、さまざまな周波数レンジ
やアンテナ専用の設定が利用できます。また、使用頻度の高い設定を保存／呼び出すこ
とにより、セットアップ時間を短縮することもできます。さらに、MXEでは、外付け
LISNのスイッチング機能をリモート制御できます。

疑わしいエミッションをすばやく識別するためには、内蔵のリミット・ライン・ライブ
ラリにアクセスして、関連する規制機関のリミット値を有効にします。またエディター
を使って、カスタム・リミット・ラインを定義することもできます。適切なリミットテス
トを行うために、MXEでは、カスタム設定の振幅補正ファイルを使用して、特定のトラ
ンスデューサ、アンテナ、配線、外部プリアンプの測定振幅を自動的に補正できます。

データ収集の高速化

MXEを使用すれば、信号を複数の視点から容易に確認できます。ユーザーディスプレイ
には、エミッション環境の概要と単一信号の信号振幅の詳細の両方を表示できます。

推奨の商用／軍用テスト手順を再現する内蔵の自動スキャン／サーチ／測定機能を使っ
て、エミッションデータを簡単に捕捉できます。マルチトレース／最大値ホールド機能
により、被試験デバイス(DUT)の現在の位置からのエミッションと、すべてのDUTの位
置からの最大エミッションを表示できます。モニタリング中に、3個のカラーコード化さ
れたディテクターが同時に更新されるので、正確な結果が得られます。

被試験デバイスのエミッション性能をMXEレシーバーのディスプレイに簡潔に表示できます。

コンプライアンステストのスループットを最大化
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従来の周波数スキャンまたは高速タイム・ドメイン・スキャンを選択

疑わしい信号の識別

MXEの内蔵測定／解析機能を使用すれば、疑わしい信号を簡単に識別できます。例えば、
独自のカラーコード化されたトレース表示機能により、選択したリミットラインやマー
ジンを超えている信号をクリアに識別できます。

疑わしい信号のリストを作成する場合、従来の周波数スキャンか高速タイム・ドメイン・
スキャンかを選択できます。タイム・ドメイン・スキャンを選択した場合、最終測定前
に疑わしいエミッションのリストを作成するのに要する時間が大幅に短縮できます。

内蔵のリミットテストを使用すれば、疑わしいエミッションリストを簡単に作成できま
す。またレシーバーにより、自動的に信号リストのリミット外信号に移動できるので、
ボタン1つですぐに測定が行えます。

容易な最終測定

MXEのリスト機能を使用すれば、サポートされているすべての規格の最終エミッション
測定が簡単に行えます。タワーやターンテーブルの位置を制御する必要がある場合、内
部周波数リストを自動化ソフトウェアに渡すことができます。向きを最適化する必要が
ない場合、内蔵機能によって、最終測定が簡単に行えます。

最終測定が完了した後、振幅補正、リミット値、スキャンテーブル、トレースデータ、
信号リスト、スクリーンショットなど、カスタマイズした内容のレポート（HTMLフォー
マットまたはPDFフォーマット）も簡単に作成できます。

デジタルIFアーキテクチャー

デジタルIFレシーバーアーキテク
チャーでは、測定確度が向上します。
アナログIFアーキテクチャーでは、
利得ブロック、対数増幅器、分解能
帯域幅、ディテクターは、アナログ
ハードウェアで実装されています。
各ハードウェアが最高のデザインで
あっても、校正で使用したレシー
バー設定から変更すると、性能が変
化します。性能変化は、温度の変動
に伴ってさらに大きくなります。

デジタルIFアーキテクチャーでは、
主要コンポーネントがデジタル実装
され、デジタル化された信号で動作
します。デジタルIFでは、測定信号
を基準レベルに合わせる必要性が最
小限に抑えられるため、EMC測定の
スループットが向上します。アナロ
グレシーバーでは、アナログハード
ウェアの誤差の影響を最小にするた
めに、測定信号を基準レベルに合わ
せる必要があります。

さらに、デジタルIFアーキテク
チャーでは、信号が基準レベルを上
回っていても、IFでの過負荷を防ぐ
ことができます。
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MXEは、EMIレシーバー／診断シグナル・
アナライザで、豊富な機能を備えていま
す。新しいレシーバーテクノロジーによ
り、測定時間が短縮され、将来の要件に
も対応できます。

タイム・ドメイン・スキャンに 
よる高速化

MXEでは、掃引、ステップ、タイムドメ
インの3種類の周波数スキャンが用意さ
れています。タイム・ドメイン・スキャ
ンでは、より長い持続時間が必要な場合、
プリスキャン全体の収集時間を短縮する
ことにより、テスト時間全体を短縮でき
ます。

タイム・ドメイン・スキャンでは、大き
なオーバラップで高速フーリエ変換(FFT)

を行い、測定を高速化します。このFFTで
は、複数の分解能帯域幅で構成される収
集帯域幅でエミッションデータを同時に
収集できます。分解能帯域幅ごとにデー
タを収集する周波数ドメイン測定とは対
照的です。

タイム・ドメイン・テストでは、疑わし
い信号のリストをすばやく作成できるの
で、テスト時間全体の大幅な短縮とスルー
プットの大幅な向上が実現できます。

クリック測定の自動化

MXEに内蔵されている妨害波アナライザ
を使用すれば、不連続の妨害波を簡単に
発生させたり、CISPR 14-1に規定され
ている測定をクリックして実行できます。
これらのエミッションのデータ収集、解
析、レポート作成を簡素化／自動化する
ことにより、テスト効率が向上します。

最新機能拡張

分解能帯域幅とFFT帯域幅の比較

周波数

振
幅

FFTデータ収集帯域幅

振
幅

周波数

レシーバーの分解能帯域幅

掃引／ステップ周波数ドメインスキャン タイム・ドメイン・スキャン

各分解能帯域幅の
持続時間

各FFT帯域幅の持続時間
（複数の分解能帯域幅）

データ収集、解析、レポート作成を簡素化／自動化し、クリックするだけで測定できます

6 | Keysight | MXE EMIレシーバー N9038A - Brochure



APD測定にも対応可能

MXEは、電子レンジのエミッションテス
ト用としてCISPRが検討中の振幅確率分
布(APD)関数を提供することにより、将来
のニーズにも対応できます。

ゆっくり変化するエミッションの特性を
評価するために、APD関数によって、エ
ミッションが所定のレベルに達する、ま
たは所定のレベルを超える確率が表示さ
れます。この新しい関数を活用するため
に、MXEでは専用のリミット・ライン・
タイプが用意されており、内蔵の評価
機能と組み合わせて用いることにより、
DUTを簡単にテストできます。

スペクトラムモニターによる 
最大値の検出

EMCテストでは、各エミッション周波数
の最大値を捕捉することが重要です。こ
れにより、DUTの特性を正確に評価でき
ます。

疑わしい信号リストの中の最大エミッ
ションの周波数を確実に識別するために、
MXEにはスペクトラムモニターと呼ばれ
る新しい機能があります。この機能には、
ライブスペクトラム表示とメータ表示が
あり、エミッションレベルを簡単に確認
できます。また、中心周波数を調整しな
がら、最大値を検出することもできます。
スペクトラムモニターにより、最終測定
用の信号リストの作成に要する時間が短
縮され、測定時間全体を短縮できます。

スペクトラムモニターにより、ピークエミッションの周波数を識別できます

APD関数により、将来のアプリケーションに対応できます
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グローバル中心周波数機能を使用すれば、レシーバーとスペクトラム・アナライザの両方の信号を簡単にトラッキングできます

豊富な診断機能による詳細な解析

製品のコンプライアンスの検証は、EMIテストの1つの側面に過ぎません。エミッション
の問題を解決するには、幅広い問題があります。MXEは、発生している事象を確認／理
解するのに役立つツールを豊富に備えています。

高度なスペクトラム解析

MXEに内蔵されているXシリーズ スペクトラム解析機能（分解能／ビデオ解析帯域幅、
ディテクター、マーカー機能など）を用いれば、規格に準拠していないエミッションを確
認できます。さらに、MXEには、送信信号を評価するためのXシリーズ PowerSuite測定
機能も内蔵されています。

レシーバーモードとスペクトラム・アナライザ・モードの切り替えも、グローバル中心
周波数機能を用いれば、表示されている周波数にリンクするので、非常に簡単です。エ
ミッションの解析では、疑わしい信号リストの周波数が変更されれば、すべて自動的に
更新され、最終測定が簡素化されます。
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ストリップチャートモードでは、ギャップのない連続的な表示が得られ、ターンテーブル／アンテナ位置に 
対応したDUT性能をトラッキングするのに便利です

スペクトログラム表示と信号マーカー機能を使用すれば、エミッションの振幅変動特性と時間変動特性を 
理解できます

ストリップチャートによる 
振幅変動対時間の捕捉

キーサイト独自のストリップチャート機
能を使用すれば、最大3個のディテクター
のデータをプロットでき、時間に対する
信号振幅の変動を評価できます。2時間の
タイムレコードで、ギャップのないデー
タ収集が可能です。この機能は、ターン
テーブルのテストでDUTの方位角エミッ
ション特性を捕捉する際に特に有効です。

ストリップチャート表示に使用される周
波数は疑わしい信号リストに結合される
ため、疑わしい信号リスト内の各信号を
簡単に表示できます。

スペクトログラフ表示による 
変動するエミッションの表示

内蔵のスペクトログラフ表示を使用すれ
ば、広いスペクトル範囲にわたるエミッ
ションの時間変化をモニターできます。
スペクトルデータの変動をトラッキング
することにより、規格に準拠していない
エミッションの原因に関するヒントが得
られます。
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完全なEMIテストソリューションの 
構築

アップグレード可能なプラットフォームにより、 
投資を保護

キーサイトの認定ソリューションパートナーは、商用仕様およびMIL-STD仕様に準拠し
た完全なEMI測定ソリューションを販売しています。MXE EMIレシーバーに加えて、電
波暗室、プローブ、タワー、アンテナなどの機器、インテグレーション、インストール、
トレーニング、サポートなどのサービスを提供しています。また、テストをさらに容易
にするために、特定のニーズに対応する自動化ソフトウェアも提供しています。

エミッションやイミュニティのテスト以外にも、ESD、電源ライン高調波、ドループテ
ストなどにも対応できます。

測定器を最新の状態に保ち、長期にわたって有効活用するために、MXEのハードウェア
やソフトウェアは簡単にアップグレードできます。必要に応じて、CPU、メモリ、ディ
スクドライバー、I/Oポートをアップグレードすることにより、プラットフォームの性能
を向上することができます。また、3個の拡張スロットを備えたメカニカルアセンブリに
より、将来の機能拡張にも対応できます。

ソフトウェアについては、ライセンスキーのアップグレードにより、機能や測定アプリ
ケーションを追加できます。例えば、外部信号源制御オプションを追加すれば、MXEは
さまざまなKeysight信号発生器と接続できるので、20 GHzまでのスティミュラス／レス
ポンステストが可能になります。詳細な信号解析を実現するために、アナログ復調、位
相雑音、雑音指数などの測定アプリケーションが用意されています。

コンプライアンステストの 
向上

MXEは性能とユーザビリティに
優れ、プリコンプライアンス測定
に最適です。Keysight EMI測定ア
プリケーション（N6141Aおよび
W6141A）により、MXEの機能を任
意のXシリーズ シグナル・アナライ
ザ（PXA、MXA、EXA、CXA）に搭載
できます。Xシリーズ シグナル・ア
ナライザは感度が優れているので、
非常に確度の高いエミッション測定
が行えます。

PXA、MXA、EXAの詳細： 

www.keysight.co.jp/find/N6141A

CXAの詳細： 

www.keysight.co.jp/find/W6141A
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MXEのフロントパネルとリアパネル

最大3種類の 
ディテクターを 
表示できます。

ディスプレイには、スペクトラム、
メータ、疑わしい信号のリストが 
表示されます。

第2入力 
（パルス保護、 

2 kWまで）。

リムーバブルCPU 
モジュールにより、 
プロセッサ、メモリ、 
I/Oのアップグレードが 
可能です。

LISN制御用の 
補助I/O 
ポート。

GPIBインタフェースで、
SCPIコマンドを 
送受信できます。

高解像度の21.4 cm XGAディス
プレイにより、簡単に信号を 
識別し、情報を読み取ることが 
できます。

USB 2.0（タイプBポート）インタフェース： 
外部PCと接続して、I/Q波形データを 
捕捉したり、MXEをリモート制御できます。

外部トリガ出力信号を 
使えば、他のテスト機器と 
同期できます。

内蔵のコンテキスト 
依存ヘルプシステム。

USB 2.0（タイプAポート）インタ
フェース：外部周辺機器を 
接続して、データを転送できます。

フロント・パネル・キー、 
またはマウスとキーボードを
使って、インタフェースと 
ヘルプシステムを 
操作できます。

44 GHzまでの 
デバイスのテストが
可能です。

VGAビデオ出力： 
外部モニターを 
接続して、測定器画面を 
表示できます。

2個のUSB 2.0ポートが、 
接続しやすいように測定器の 
フロントパネルにあります。

1000Base-T LAN経由で 
MXEをリモート制御 
できます。

リムーバブル・フラッシュ 
メモリドライブ。 
測定器の機密保護に使用できる 
追加フラッシュメモリドライブ。

クイック保存機能により、
ファイルにすばやく 
保存できます。

11 | Keysight | MXE EMIレシーバー N9038A - Brochure



myKeysight

www.keysight.co.jp/find/mykeysight
ご使用製品の管理に必要な情報を即座に手に入れることができます。

www.lxistandard.org

LXIは、ウェブへのアクセスを可能にするイーサネットベースのテストシステム
用インタフェースです。Keysightは、LXIコンソーシアムの設立メンバーです。

www.keysight.com/go/quality

Keysight Electronic Measurement Group
DEKRA Certified ISO 9001:2008  
Quality Management System

契約販売店

www.keysight.co.jp/find/channelpartners
キーサイト契約販売店からもご購入頂けます。
お気軽にお問い合わせください。

www.keysight.co.jp/find/mxe

関連カタログ

Keysight MXE EMIレシーバー

カタログタイトル カタログ番号

Data Sheet 5990-7421EN

Configuration Guide 5990-7419EN

Xシリーズ 測定アプリケーション、Brochure 5989-8019JAJP

受付時間 9：00-18：00 （土・日・祭日を除く） 

contact_japan@keysight.comEmail

TEL
FAX

キーサイト・テクノロジー合同会社

0120-421-345 (042-656-7832)
0120-421-678 (042-656-7840)

本社〒192-8550 東京都八王子市高倉町9-1

www.keysight.co.jp

12 | Keysight | MXE EMIレシーバー N9038A - Brochure

© Keysight Technologies, 2013 - 2015
Published in Japan, July 17, 2015
5990-7422JAJP
0000-00DEP
www.keysight.co.jp


